
学科名 ファッションビジネス学科 コース名 コース共通

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

B220 素材知識Ⅱ 15

担当教員 福永　瑠衣 科目区分 講義 ○ 演習 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

アパレル販売を経験後、婦人服製造卸でミセスブランド企画担当として、MD
業務全般に従事した。海外の縫製メーカーとの交渉や生地選定のため出張
する等、海外ビジネスの経験が豊富。
授業では、販売から商品仕入計画まで幅広く指導を行う。

講義目的

素材の染色・加工の工程を経ることによる特性、効果を理解する。
歴史や地域性を踏まえた柄の種類と名称を覚え、見識を深める。
素材の感性による言語表現を理解し、使用できるようになる。

授業内容

素材知識Ⅰで習得した基礎知識の応用として、素材の染色や加工、柄についての講義。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 染色について① 先染めと後染め

2 1 染色について② 染色の種類

3 1 染色について③ その他の染色

4 1 復習ドリル 染色について復習

5 1 加工について① 生地の加工について

6 1 加工について② 加工の種類について

7 1 加工について③ 加工の効果について

8 1 復習ドリル 加工について復習

9 1 柄について① プリント柄

10 1 柄について② 先染め柄

11 1 柄について③ その他の柄

12 1 復習ドリル 柄について復習

13 1 レース① レースの種類について

14 1 レース② レースの編み方について

15 1 前期まとめ 前期復習

留意事項

オンデマンドの為、教科書を確認しノートを取りながら履修すること。

教材

文化服装学院編「文化ファッション大系　服飾関連専門講座１　改訂版・アパレル素材論」(文化服装学院)
閏間正雄編「テキスタイ事典」（ナツメ社)

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

素材の知識を身につけ、将来の職
務に役立てられるようになる。

オンデマンド講義動画を繰り返し視聴
し、ノートにまとめることで身につける。
また、学内にまとめられたテキスタイル
を触ってみることで理解を深める。

テスト 100％



学科名 ファッションビジネス学科 コース名 コース共通

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 後期 ○

講座コード 授業科目名 授業時間数

B220 素材知識Ⅱ 15

担当教員 福永　瑠衣 科目区分 講義 ○ 演習 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

アパレル販売を経験後、婦人服製造卸でミセスブランド企画担当として、MD
業務全般に従事した。海外の縫製メーカーとの交渉や生地選定のため出張
する等、海外ビジネスの経験が豊富。
授業では、販売から商品仕入計画まで幅広く指導を行う。

講義目的

素材の染色・加工の工程を経ることによる特性、効果を理解する。
歴史や地域性を踏まえた柄の種類と名称を覚え、見識を深める。
素材の感性による言語表現を理解し、使用できるようになる。

授業内容

素材知識Ⅰで習得した基礎知識の応用として、素材の感性・品質管理についての講義。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 天然皮革 天然皮革の種類について

2 1 人造皮革 人造皮革の種類について

3 1 毛皮・羽毛 毛皮・羽毛について

4 1 復習ドリル レース・皮革・毛皮復習

5 1 毛皮・羽毛 毛皮・羽毛について

6 1 復習ドリル レース・皮革・毛皮復習

7 1 素材の感性① 風合いの感覚表現について

8 1 素材の感性② イメージによる感性表現について

9 1 素材の感性③ 感性別の代表的な生地について

10 1 復習ドリル 素材の感性復習

11 1 品質管理① 品質管理の意義について

12 1 品質管理② 品質管理の内容について

13 1 品質管理③ クレーム防止について

14 1 復習ドリル 品質管理復習

15 1 総合テスト １年間の総復習

留意事項

オンデマンドの為、教科書を確認しノートを取りながら履修すること。

教材

文化服装学院編「文化ファッション大系　服飾関連専門講座１　改訂版・アパレル素材論」(文化服装学院)
閏間正雄編「テキスタイ事典」（ナツメ社)

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

素材の知識を身につけ、将来の職
務に役立てられるようになる。

オンデマンド講義動画を繰り返し視聴
し、ノートにまとめることで身につける。
また、学内にまとめられたテキスタイル
を触ってみることで理解を深める。

テスト 100％



学科名 ファッションビジネス学科 コース名 コース共通

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

B217 デジタルスキルⅡ 30

担当教員 劉　重孝 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

〇

広告代理店勤務を経て、制作プロダクション設立。主にデジ
タルコンテンツの企画制作を行うデジタルクリエイターによ
る実践的な制作指導。

講義目的

アパレル業界において広く利用されている、コンピューターによるデザインやプレゼンテーション資
料作成のスキルは必須である。業界標準的に使われている「Adobeイラストレーター、フォトショッ
プ」操作の基本と活用方法を学び、スキル向上をはかる。

授業内容

Adobeイラストレーター、フォトショップを使用し、ファッションに関連した教材を使って、段階的に
操作方法を身に付け、アパレル業界で行われる各種作業に対応する活用力を身に付ける。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題
1 ２ コンピューターとデジタルデータ概論 デジタルデータの扱いとツール制作時のワークフローの理解

2 ２ イラストレーターとDTPワークフロー イラストレーターの基本操作とパス、オブジェクト概念の理解

3 ２ ロゴマークの作成 パスファインダーの機能を活用し形を作る

4 ２ ペンツールの使い方　トレース練習 下絵をなぞってパスを書く　修正の仕方

5 ２
テキストについて テキスト機能を使いこなす。プリンターとフォントの関係の理

解

6 ２ 印刷データの作成方法 アートボード、トリムマーク、ガイドライン等、印刷設定の理解

7 ２
フォトショップと印刷 フォトショップ基本操作とビットマップデータ、画像解像度の理

解

8 ２ イラストレーターとフォトショップの連携 写真を使った印刷物の作成方法を理解する

9 ２ ツール作成練習 フライヤーの作成（裏表）

10 ２ フォトショップ応用（１） トレースと合成

11 ２ フォトショップ応用（２） 画像補正

12 ２
ツール作成練習 ハンガーイラスト（手書きされたハンガーイラストをトレースす

る）

13 ２ ツール作成練習 チラシの作成（裏表）

14 4 データフォーマット概論 写真、印刷、映像、さまざまなデータフォーマットを理解する

留意事項

興味をもって課題練習に取り組み、操作を覚えられるまで繰り返し実践すること。遅刻・欠席(公欠の
場合も)等で授業に遅れた時は、次の授業時間までに、必ず自習しておくこと。　

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

Adobeイラストレーター、
フォトショップを操作して、
さまざまなツールを作成し、
印刷会社に発注できる。
デジタルデータや入稿データ
について理解できる。

Appleコンピューターを使用した
実技

定期課題 50%

小課題 50%

学科名 ファッションビジネス学科 コース名 共通

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 後期 ○



講座コード 授業科目名 授業時間数

B217 デジタルスキルⅡ 30

担当教員 劉　重孝 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

〇
広告代理店勤務を経て、制作プロダクション設立。主にデジ
タルコンテンツの企画制作を行うデジタルクリエイター。

講義目的

アパレル業界において広く利用されている、コンピューターによるデザインやプレゼンテーション資
料作成のスキルは必須である。業界標準的に使われている「Adobeイラストレーター、フォトショッ
プ」操作の基本と活用方法を学び、スキル向上をはかる。

授業内容

Adobeイラストレーター、フォトショップを使用し、ファッションに関連した教材を使って、段階的に
操作方法を身に付け、アパレル業界で行われる各種作業に対応する活用力を身に付ける。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題
1 ２ ツール作成練習（１） ロゴ

2 ２ ツール作成練習（２） ショップカード

3 ２ ツール作成練習（３） ポストカード

4 ２ ツール作成練習（４） チラシ

5 ２ ツール作成練習（５） ポスター

6 ２ ツール作成練習（６） デジタルサイネージ

7 3 まとめ

留意事項

興味をもって課題練習に取り組み、操作を覚えられるまで繰り返し実践すること。遅刻・欠席(公欠の
場合も)等で授業に遅れた時は、次の授業時間までに、必ず自習しておくこと。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

Adobeイラストレーター、
フォトショップを操作して、
さまざまなツールを作成し、
印刷会社に発注できる。
デジタルデータや入稿データ
について理解できる。

Appleコンピューターを使用した
実技

定期課題 50%

小課題 50%



学科名 ファッションビジネス学科 コース名 コース共通

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

B218 就職対策Ⅱ 15

担当員 福永　瑠衣 科目区分 講義 ○ 演習 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

アパレル販売を経験後、婦人服製造卸でミセスブランド企画担当とし
て、MD業務全般に従事した。海外の縫製メーカーとの交渉や生地選定
のため出張する等、海外ビジネスの経験が豊富。
授業では、販売から商品仕入計画まで幅広く指導を行う。

講義目的

就職に対する意識を向上させ、自己分析から企業研究、早期の内定を目指す。
基本姿勢・基本動作の習得。

授業内容

ビジネスマナーや一般常識の講義及び履歴書作成のポイント、面接のポイントをトータルに学習する。
プレゼンテーション、模擬面接等の反復を行い、自己表現（自分らしさ）出来る指導を行う。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 オリエンテーション 企業の求める人材について

2 1 就職活動指導 自己分析①グループディスカッション

3 1 就職活動指導 自己分析②　1分間スピーチ原稿作成
4 1 就職活動指導 自己分析③　1分間スピーチ①
5 1 就職活動指導＋（個人面談） 1分間スピーチ②　＋（個人面談による状況確認）
6 1 就職活動指導 エントリーシート作成①

7 1 就職活動指導 面接について

8 1 就職活動指導＋（個人面談） グループディスカッション＋（個人面談による状況確認）

9 1 模擬面接 面接手法について

10 1 模擬面接 面接実施

11 1 模擬面接 面接実施

12 1 模擬面接 グループワーク

13 1 個人面談 活動状況報告

14 1 個人面談 今後の対策について

15 1 今後の活動について 後期の活動について説明

留意事項

ワンデーインターンシップ等も積極的に活用して就職活動に繋げる。
学生から社会人に向けての意識をもって取り組む。

教材

chromebook・履歴書・就職希望先のエントリーシート

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

前期での内定先確保

講義、グループディスカッション、プレ
ゼンテーションを繰り返し行い、自分の
考えを人に効果的に伝えられるように
練習する。

取組姿勢 60%

演習課題 40%



学科名 ファッションビジネス学科 コース名 コース共通

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

B222 デジタルマーケティング 15

担当教員 野村　真介 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

グラフィックデザイナーからWEBデザイナーに転向し10年。
大阪でW E B会社を経営し、コスメブランドなどのW E Bショップの運営やプ
ロモーションを担当。中小企業などにS N Sなどマーケティング方法につい
てのセミナーやレクチャーなどを行っている。

講義目的

ユーザの心理（カスタマージャーニー）の概念を習得。
物が売れるまでの工程を習得。

授業内容

ブランドやショップの集客のためのマーケティングを学ぶ。
ユーザの心理（カスタマージャーニー）や各S N Sのビジネスとしての使い方などを学び、販売促進、売り上げアップ
の手法を見つける。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 マーケティングとは 検索エンジン、ソーシャルメディアのまとめ

2 1 集客方法のチェック 複数のWEBサイトの集客方法の分析

3 1 SNSのビジネス活用 SNSの活用方法のまとめ

4 1 SNSのデータ分析① SNS活用するための分析チェック

5 1 SNSのデータ分析② SNS活用するための分析チェック

6 1 カスタマージャーニー① ユーザの心理をチェック

7 1 カスタマージャーニー② ユーザの心理をチェック（応用）

8 1 カスタマージャーニー③ ユーザの心理をまとめる

9 1 ユーザの心理を分析① 集客マップ作成

10 1 ユーザの心理を分析② 集客マップ発表

11 1 ユーザの心理を分析③ 集客ブラッシュアップ

12 1 アクセス解析① WEBのアクセス解析

13 1 アクセス解析② SNSのアクセス解析

14 1 集客のまとめ① 集客方法のまとめ

15 1 集客のまとめ② 集客方法の発表

留意事項

初めは聞きなれない言葉も出てくるが、わからないことは質問する

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

広報やインフルエンサーなど
の道を歩む中で大事なユーザ
の心理とプレゼン力を身につ
ける

数字と向き合い、ユーザの気持ち
になって考え、発表する

取組姿勢 60%

提出課題 40%



学科名 ファッションビジネス学科 コース名 コース共通

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 後期 ○

講座コード 授業科目名 授業時間数

B222 デジタルマーケティング 15

担当教員 野村　真介 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

グラフィックデザイナーからWEBデザイナーに転向し10年。
大阪でW E B会社を経営し、コスメブランドなどのW E Bショップの運営やプ
ロモーションを担当。中小企業などにS N Sなどマーケティング方法につい
てのセミナーやレクチャーなどを行っている。

講義目的

ユーザの心理（カスタマージャーニー）の概念を習得。
物が売れるまでの工程を習得。

授業内容

ブランドやショップの集客のためのマーケティングを学ぶ。
ユーザの心理（カスタマージャーニー）や各S N Sのビジネスとしての使い方などを学び、販売促進、売り上げアップ
の手法を見つける。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 集客のまとめ復習① SNSのデータ分析チェック

2 1 集客のまとめ復習② HPのデータ分析チェック

3 1 カスタマージャーニー実践① 仮想ショップを想定し表作成

4 1 カスタマージャーニー実践② 仮想ショップを想定し表を発表

5 1 Googleビジネスプロフィール講座① ローカルビジネスの集客方法をチェック

6 1 Googleビジネスプロフィール講座② ローカルビジネスの集客方法をチェック

7 1 WEB広告講座 有料広告でユーザの動きを見る

8 1 インスタグラム実践① 投稿のインサイトを分析

9 1 インスタグラム実践② 投稿のハッシュタグからの効果をチェック

10 1 アクセス解析① GA4（Googleアナリティクス4）のアクセス解析

11 1 アクセス解析② GA4（Googleアナリティクス4）のアクセス解析

12 1 集客方法のまとめ① 集客マップの総合説明

13 1 集客方法のまとめ② 集客マップの総合説明

14 1 マーケティングまとめ① 仮想ショップ周りの集客ツールをまとめる

15 1 マーケティングまとめ② 足りていないところなど他の意見をチェック

留意事項

前期を復習しながら、自分のものにしていく。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

売り上げアップのための集客
方法を学ぶ

講義から実際に実践できるもは
し、できないものはマインドマッ
プにまとめていく

取組姿勢 60%

提出課題 40%



学科名 ファッションビジネス学科 コース名 ショップマスターコース

分類 必修 ○ 選択 配当学年 ２ 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

B205 セールスマネージメント 75

担当教員 福永瑠衣 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

アパレル販売を経験後、婦人服製造卸でミセスブランド企画担当とし
て、MD業務全般に従事した。海外の縫製メーカーとの交渉や生地選定
のため出張する等、海外ビジネスの経験が豊富。
授業では、販売から商品仕入計画まで幅広く指導を行う。

講義目的

販売員としての接客力アップと共に店舗リーダーとしての役割を理解し、行動できる人材の育成。
動画での商品紹介やオンラインでのコーディネート提案のスキルを身につけ、就職後の職務に活かす。
骨格やパーソナルカラーを活用し、パーソナルなコーディネート提案力を身につける。

授業内容

販売員として最新の販売手法を反復練習し、コンテストに挑戦。マネージメントスキルの講義。
オンライン接客の手法を学び、ロールプレイングや動画作成を通して実践練習。
骨格診断とパーソナルカラーの基礎を学び、コーディネートとプレゼンで反復練習。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 6 導入、販売RPG準備、企画書作成 授業意義の定義。販売ブランドを企画書にまとめる

2 6 SNS運営準備、コンセプトイメージ設定 SNSアカウント作成、ターゲットと世界観の設定

3 3 パーソナルカラー講義 色彩基礎、4シーズンの理解

4 6 企画書提出・販売RPG実践 販売RPG練習

5 6 写真の撮り方・投稿企画作成 背景や構図を計画後、投稿画像撮影・画面制作

6 3 パーソナルカラー実践 パーソナルカラー見極め・実践練習

7 6 マネジメント(ヒト)講義・実践 個人レベルマネジメント(モチベーション)講義、ワーク

8 6 動画の撮り方・リール動画作成 撮影手法講義、リール動画撮影と編集・提出

9 3 パーソナルカラー診断テスト パーソナルカラー診断テスト(基本・実践・見極め)

10 6 チームワークビルド講義・ワーク 褒め方と叱り方、コミュニケーション向上ワーク実践

11 6 インスタライブについて講義 目的の共有と明確化講義、ブランドを設定し練習

12 3 骨格診断講義とコーディネート実践 3タイプの基礎理解、診断練習とコーディネート実践

13 6 RPGコンテストに向けた練習・予選会 販売RPG練習と学外コンテストの予選会

14 6 インスタライブ練習・発表会 インスタライブの練習と発表テスト

15 3 コーディネートマップ発表・提出 診断テスト、パーソナルカラーと合わせたコーデ発表会

留意事項
ショップへ出かけ、日常的に接客を受けること。
SNSで人気アパレル販売員のアカウントをチェックしておくこと。
ファッション、ヘアメイク、アクセサリーのトレンドを常に意識しておくこと。
共同担当者：大城千春　実光百合香

教材

スマートフォン、クロームブック、授業配布の資料、メイクリタッチ道具、練習用私服

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

ショップのリーダー業務を理解
し、オンラインでも店頭でも活
躍できる即戦力として社会に出
る。個性を活かしたコーディ
ネート提案ができるようにな
る。

講義
実践
課題作成
発表

提出物 50%

実技 30%

テスト 20%



学科名 ファッションビジネス学科 コース名 ショップマスターコース

分類 必修 ○ 選択 配当学年 ２ 年 学期 前期 後期 ○

講座コード 授業科目名 授業時間数

B205 セールスマネージメント 75

担当教員 福永瑠衣 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

アパレル販売を経験後、婦人服製造卸でミセスブランド企画担当とし
て、MD業務全般に従事した。海外の縫製メーカーとの交渉や生地選定
のため出張する等、海外ビジネスの経験が豊富。
授業では、販売から商品仕入計画まで幅広く指導を行う。

講義目的

販売員としての接客力アップと共に店舗リーダーとしての役割を理解し、行動できる人材の育成。
動画での商品紹介やオンラインでのコーディネート提案のスキルを身につけ、就職後の職務に活かす。
骨格やパーソナルカラーを活用し、パーソナルなコーディネート提案力を身につける。

授業内容

販売員として最新の販売手法を反復練習し、コンテストに挑戦。マネージメントスキルの講義。
オンライン接客の手法を学び、ロールプレイングや動画作成を通して実践練習。
骨格診断とパーソナルカラーの基礎を学び、コーディネートとプレゼンで反復練習。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 3 マネジメント(店長業務) 店長業務について講義、シフト作成課題

2 3 SNSでの販売手法復習 発信手法に関するまとめ、復習講義

3 2 パーソナルトレンドセミナー パーソナルカラー・骨格別トレンド解説

4 3 マネジメント(店長業務) 共感トレーニング、OJTとOff-JTについて講義

5 3 SNS分析方法講義 SNS投稿作成と分析方法の講義

6 2 コーディネート実践 お客様別コーディネート提案の練習、課題作成

7 3 マネジメント(計数) ショップの計数管理について講義

8 3 SNS分析実践 過去の投稿分析、シート作成

9 2 シチュエーションコーディネート 場面別・パーソナルコーディネートの提案練習

10 3 マネジメント(計数) 売上台帳の作成・報告書作成課題

11 3 スタッフスタイル投稿のポイント スタッフスタイルについて講義、実践

12 2 コンサルティングボード作成 パーソナルカラー・骨格見極めボード作成

13 3 マネジメントテスト ショップマネジメントに関するテスト

14 2 スタッフスタイル課題提出・まとめ スタイル投稿課題の提出と総まとめ

15 2 コーディネートプレゼンテーション コーディネート実践と発表テスト

留意事項
ショップへ出かけ、日常的に接客を受けること。
SNSで人気アパレル販売員のアカウントをチェックしておくこと。
ファッション、ヘアメイク、アクセサリーのトレンドを常に意識しておくこと。
共同担当者：大城千春　実光百合香

教材

スマートフォン、クロームブック、授業配布の資料、メイクリタッチ道具、練習用私服

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

ショップのリーダー業務を理解
し、オンラインでも店頭でも活
躍できる即戦力として社会に出
る。個性を活かしたコーディ
ネート提案ができるようにな
る。

講義
実践
課題作成
プレゼンテーション

提出物 50%

実技 30%

テスト 20%



学科名 ファッション・ビジネス学科 コース名 ショップスタッフコース

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

B204 ＶＭＤ演出 30

担当教員 石川　真理子 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

○

大手アパレルの販売職から本社の販売教育担当に抜擢され、店舗運営全般に従事。全
国250店舗を統括する販売教育担当管理者として販売指導、店頭VMD、研修セミナー等
を歴任。VMDを①陳列展示②品揃え③店舗構成④店頭販促の4 ジャンルに区分けし、
「買い場づくり」の視点で、店舗政策を 商品や店舗演出に反映させる。

講義目的

小売業の政策を店舗内の商品や、情報に反映させた売り場づくり＝ＶＭＤを学ぶ

授業内容

ＶＭＤの４つのジャンル(①陳列展示　②品揃え　③店舗構成　④店頭販促)の授業を行う。
特に①寄りの内容を最も現場(売り場)寄りの内容で実習を多く行っていく。
売り場づくりから「買い場づくり」の視点に基づくＶＭＤを理解させる。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 2 ＶＭＤとは ＶＭＤの目的と役割　　ＶＭＤの効果

2 2 お客さま視点「買い場づくり」とは１ 陳列３つのキーワード陳列の手順(ゾーニングとレイアウト)

3 2 お客さま視点「買い場づくり」とは２ 視覚効果の重要性色の三属性　ｱｲﾄﾞﾏの法則店舗図　ｶﾗｰﾚｲｱｳﾄ実習

4 2 店舗カラーレイアウト図作成 各自実習

5 2 陳列の法則と展示の法則
展示の法則⇒コップを使った実践　SKUとUFK
ボデイの正しい着せ方⇒実践

6 2 陳列と演出法１ ｖｐ、ｐｐ　かけ方のポイント

7 2 市場リサーチ１ 市場リサーチ実習　　梅田梅田近郊へ

8 2 市場リサーチ２ 市場リサーチ報告のまとめ

9 2 市場リサーチ３ 市場リサーチ報告まとめ⇒プレゼンテーションへへ

10 2 買い場作り作りのまとめ 市場リサーチ発表　　売り場作りから買い場作りへ

11 2 陳列と演出法２ トルソーとは？構成のポイント　２体構成実践

12 2 陳列と演出法３ アイランド構成とは　アイランド構成実践

13 2 上期テスト　　課題別実践実践 テスト実施　　プロップスを使用した課題別構成

14 2 陳列と演出法４ テーブル演出１０の方法　実習

15 2 陳列と演出法５ 課題別実践

留意事項

座学に加え実習を多くすることで、グループ実習時の学生の「能動的姿勢」を強化する。
リアル店舗で即戦力になるＶＭＤスキルの取得に留意する。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

ＶＭＤの理解を高め、リアル店
舗での演出力スキルを取得

ショップ教室にて什器活用の、実習
を多く行う。

提出物 70%

習熟度（到達目標に対して） 30%



学科名 ファッション・ビジネス学科 コース名 ショップスタッフコース

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 後期 ○
講座コード 授業科目名 授業時間数

B204 ＶＭＤ演出 30

担当教員 石川　真理子 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

○

大手アパレルの販売職から本社の販売教育担当に抜擢され、店舗運営全般に従事。全
国250店舗を統括する販売教育担当管理者として販売指導、店頭VMD、研修セミナー等
を歴任。VMDを①陳列展示②品揃え③店舗構成④店頭販促の4 ジャンルに区分けし、
「買い場づくり」の視点で、店舗政策を 商品や店舗演出に反映させる。

講義目的

小売業の政策を店舗内の商品や、情報に反映させた売り場づくり＝ＶＭＤを学ぶ

授業内容

ＶＭＤの４つのジャンル(①陳列展示　②品揃え　③店舗構成　④店頭販促)の授業を行う。
特に①寄りの内容を最も現場(売り場)寄りの内容で実習を多く行っていく。
売り場づくりから「買い場づくり」の視点に基づくＶＭＤを理解させる。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 2 ＶＭＤにおける販売促進とは POPの役割　　プロモーション実践
2 2 　　　　　　↓ ↓接客ロールプレイングへ

3 2 陳列と演出法６　　　色のテクニック
色を効果的に見せる
ステージ＆ラック構成構成

4 2 　　　　　　↓ 実習

5 2 陳列と演出法７　　　売れた後の再構成 再編集１０の方法　

6 2 　　　　　　↓ 実習

7 2 市場リサーチⅡ ＤＳと専門店舗のＶＭＤ比較

8 2 　　　　　　↓ 市場リサーチ　梅田近郊へ（個別で行動）

9 2 　　　　　　↓ 市場リサーチ報告書まとめ

10 2 市場リサーチプレゼンプレゼン プレゼン実践

11 2 年間販売計画　　５２週間ＭＤの考え方 ３６５日年間販売計画　５２週間ＭＤの考え方

12 2 年間販売計画マップ作成 年間販売計画書立案　→グループ実習

13 2 年間販売計画マップ作成 年間販売計画書立案　→グループ実習

14 2 ＶＭＤから見た売り場の数字の取り方とは 入店率アップ、買い上げ率アップのＶＭＤ活用法

15 2 下期テスト　　　 下期テスト　　

留意事項

座学に加え実習を多くすることで、グループ実習時の学生の「能動的姿勢」を強化する。
リアル店舗で即戦力になるＶＭＤスキルの取得に留意する。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

ＶＭＤの理解を高め、リアル店
舗での演出力スキルを取得

ショップ教室にて什器活用の、実習
を多く行う。

提出物 70%

習熟度（到達目標に対して） 30%



学科名 ファッション・ビジネス学科 コース名 ショップスタッフコース

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

B211 ヘアメイクアップ 30

担当教員 　馬庭　祥子 科目区分 講義 〇 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

ファッション、大型イベント等へ多数参加。
企業・団体向けメイク講座の講師、フリーペーパー誌面内にてメイクテク
ニックを紹介。また広告撮影、ＴＶ局アナウンサー、ブライダルヘアーメイ
クも手掛ける。

講義目的

ＴＰＯに合わせたヘアメイクアップ提案方法を学び、接客時やInstagramなどのＳＮＳに投稿する写真撮影時に、スタ
イリングに合ったヘアメイクの提案ができるようになる事が目的。

授業内容

ヘアメイクのトレンドとＴＰＯに合わせたヘアメイクアップ方法を講義と演習で学ぶ。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 2 メイクアップ基礎知識① スキンタイプ、化粧品の目的と種類

2 2 色と形、質感 色と形、素材のイメージ

3 2 メイクアップ基礎知識② スキンケア、ベースメイク

4 2 ポイントメイクアップ① アイメイク各名称、シャドウ、ラインの入れ方

5 2 ポイントメイクアップ② アイブロウ各名称、眉の描き方

6 2 ポイントメイクアップ③ チーク、リップ各部の名称、基本の入れ方

7 2 ヘアアレンジ① 簡単なアレンジテクニック

8 2 ヘアアレンジ② アレンジテクニック

9 2 テーマに基づくヘアメイク① イメージ表現

10 2 テーマに基づくヘアメイク② イメージ表現

11 2 バランス分析 イメージとバランス

12 2 ヘアメイクの歴史 年代別流行ヘアメイクと現在の流行

13 2 メイクのカラーコーディネート メイクアップとファッションの組み合わせ

14 2 トータルレッスン① トータルコーディネート

15 2 トータルレッスン② トータルコーディネート

留意事項

普段からSNS、ショップのリサーチをしておくこと。

教材

配布プリント、ノート

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

ヘアメイクのトレンドを知
り、ＴＰＯに合わせた服装に
合うヘアメイクの提案ができ
るようになる。

実技指導・講義

提出物 80%

習熟度 20%




